
婚活に行こう！
すてきな「出会い」を探しに

近
年
、
結
婚
観
や
価
値
観
の
変
化
に

よ
り
、
全
国
的
に
結
婚
の
先
送
り
現
象

が
見
ら
れ
、
未
婚
率
が
上
昇
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
同
じ
く
未
婚
率
が
上
昇

し
て
い
て
、
特
に
25
～
29
歳
の
女
性
の

未
婚
率
で
は
、
昭
和
60
年
に
比
べ
、
平

成
27
年
は
24
・
６
㌫
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
県
民
意
識

調
査
に
よ
る
と
、
独
身
者
の
う
ち
、
結

婚
を
希
望
す
る
人
が
９
割
を
占
め
る
も

の
の
、
結
婚
し
た
い
相
手
に
巡
り
合
え

な
い
な
ど
の
理
由
で
、
独
身
で
い
る
人

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
で
は
結
婚
し
て
か
ら

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
場
合
が
大
半
で
あ

る
の
で
、
未
婚
率
が
増
加
す
れ
ば
、
子

ど
も
の
出
生
数
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
78
と

全
国
や
県
と
比
べ
高
い
水
準
で
す
が
、

出
生
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
は

「
都
城
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」の
基
本
目
標
の
一
つ
に「
都

城
で
育
て
た
い
に
応
え
る
～
若
い
世
代

の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か

な
え
る
～
」
を
掲
げ
、
平
成
28
年
度
か

ら
婚
活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
婚
活
」
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
そ
の

後
の
結
婚
や
定
住
、
出
産
、
子
育
て
へ

と
つ
な
が
り
、「
都
城
市
の
活
性
化
」

が
実
現
し
ま
す
。

市
の
婚
活
支
援
は
着
実
に
実
を
結
び

始
め
、
こ
れ
ま

で
の
婚
活
イ
ベ

ン
ト
で
１
２
８

組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
、
う

ち
４
組
が
結
婚

し
ま
し
た
。

「
婚
活
」
を
な
ぜ
市
が

支
援
す
る
の
か
？
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　今や行政も婚活（結婚相手を見つける活動）を支援する時代。本市では、NPOなど各種団体と協働して
婚活を支援しています。今回は、婚活を支援する意義や取り組みを紹介します。

◎問い合わせ　総合政策課　☎ 23-7161

本市の年代別未婚率の推移
（出典）統計から見た都城
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出会い
応援団

婚　活
支援員

都城市 婚活応援
企業等

連携

認定

養成
連
携

認
定
・
委
託

地域が一体となって出会いを応援！ 市
は
、
地
域
や
企
業
な
ど
と
連
携
し

て
、
出
会
い
や
婚
活
に
関
す
る
支
援
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

「
都
城
市
出
会
い
応
援
団
」
を
認
定

婚
活
支
援
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
の
民
間
団
体
を
「
都
城
市
出
会
い

応
援
団
」
と
し
て
認
定
。
こ
れ
ら
の
団

体
に
、
結
婚
ま
で
の
課
題
な
ど
を
解
決

す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
併
せ
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
委
託
し
、

結
婚
を
希
望
す
る
人
に
対
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
出
会
い
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。出

会
い
応
援
団
の
詳
し

い
情
報
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
配
信

婚
活
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
人
を

対
象
と
し
た
「
婚
活
情
報
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
。
登
録
し
た
人
に

市
や
都
城
市
出
会
い
応
援
団
が
主
催
・

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
配
信

し
て
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
す
る
人
は

「
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

「
婚
活
支
援
員
」
の
養
成

市
で
は
、
地
域
に
お
い
て
独
身
者
の

婚
活
を
支
援
す
る
「
婚
活
支
援
員
」
を

養
成
。
婚
活
支
援
員
は
、
結
婚
を
取
り

巻
く
現
状
や
結
婚
を
希
望
す
る
人
へ
の

対
応
な
ど
、
婚
活
支
援
に
必
要
な
知
識

を
専
門
家
か
ら
学
び
、
地
域
で
婚
活
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
出
会
い
」を
つ
く
る

本
市
の
婚
活
支
援

認定証交付式に参加した都城市婚活応援企業など

婚
活
す
る
な
ら
都
城
へ
！

平
成
29
年
８
月
か
ら
、
本
市
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
、
婚
活
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
婚
活
が
身
近

な
自
分
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
支
援
が
あ

る
と
思
い
、協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

着
任
し
て
驚
い
た
の
は
、
婚
活
と
い

う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
に
、
想
像
以
上

に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
政
が
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
。
婚
活
を
支
援
す
る
「
出
会

い
応
援
団
」
や
「
婚
活
応
援
企
業
等
」

の
皆
さ
ん
と
関
わ
る
中
で
、
市
の
婚
活

支
援
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
本
市
へ
の
定
住

や
出
産
、
子
育
て
な
ど
へ
と
つ
な
が

り
、
ま
ち
全
体
の
活
力
と
な
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
結
婚
を
希
望
す
る
人
は
、
婚

活
だ
け
で
な
く
子
育
て
環
境
な
ど
の
情

報
も
求
め
て
い
ま
す
。
独
身
者
の
皆
さ

ん
に
「
婚
活
の
先
」
へ
進
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

地域おこし協力隊（婚活担当）
西山 久瑠美さん

「
都
城
市
婚
活
応
援
企
業
等
」
を
認
定

結
婚
を
希
望
す
る
従
業
員
を
応
援
す

る
企
業
や
団
体
を
「
都
城
市
婚
活
応
援

企
業
等
」
と
し
て
認
定
。
そ
の
担
当
者

に
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
婚
活
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
情
報
提
供
や
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
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「
ド
キ
ド
キ
」か
ら
始
ま
る

「
出
会
い
」を

「
出
会
い
た
い
」
を
く
み
取
る

市
内
の
独
身
者
の
中
に
は
、
結
婚
願

望
は
あ
る
も
の
の
、「
仕
事
が
忙
し
い
」

「
出
会
う
場
が
な
い
」「
気
恥
ず
か
し
い
」

「
自
分
に
自
信
が
な
い
」な
ど
環
境
的
・

内
面
的
な
理
由
か
ら
婚
活
に
踏
み
出
し

に
く
い
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
す
。

市
と
協
働
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の

出
会
い
を
演
出
し
て
い
る
「
都
城
市
出

会
い
応
援
団
」。
結
婚
を
希
望
す
る
人

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

出
会
い
応
援
団
は
、
こ
れ
ら
の
意
見

を
参
考
に
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。「
集
団

お
見
合
い
」
の
よ
う
な
婚
活
イ
ベ
ン
ト

だ
け
で
な
く
、
料
理
や
食
事
を
一
緒
に

し
た
り
、
旅
行
や
映
画
鑑
賞
を
し
た
り

す
る
な
ど
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
や
、
話

し
方
や
食
事
マ
ナ
ー
な
ど
の
内
面
を
磨

く
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
、
婚
活
に

参
加
し
や
す
い
環
境
を
提
供
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
自
分
の

子
の
結
婚
に
悩
む
親
へ
の
相
談
に
応
じ

る
出
会
い
応
援
団
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

ヘ
ア
メ
イ
ク
を
し
て
、
お
し
ゃ
れ

に
着
こ
な
し
た
女
性
が
、
ド
キ
ド
キ

で
き
る
場
所
を
都
城
に
作
り
た
い
と

思
い
、
始
め
ま
し
た
。

Ｑ
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
？

　
「
参
加
し
や
す
い
婚
活
」
を
テ
ー

マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
話
し
掛
け

る
の
が
苦
手
な
人
も
話
せ
る
よ
う
に

「
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
タ
イ
ム
」
を
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
し
ゃ
れ
な
空

間
で
お
い
し
い
食
事
を
楽
し
む
な
ど

特
別
感
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
特
徴
的
な
取
り
組
み
は
？

　

希
望
者
に
は
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
前

に
無
料
で
ヘ
ア
メ
イ
ク
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
服
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
分

か
ら
な
い
人
に
は
、
買
い
物
に
同
行

し
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

４
年
前
か
ら
婚
活
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
ク
ロ
ス
ナ
イ
ト
」。
代
表
の
徳

重
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

Ｑ
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

参
加
者
に
は
、
事
前
に
必
ず
連
絡

を
取
り
、希
望
や
不
安
な
ど
を
聞
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
や
り
が
い
を
感
じ
る
点
は
？

　

自
分
の
長
所
に
気
付
い
て
い
な
い

人
の
メ
イ
ク
や
服
装
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
、
表
情
に
も
変
化
が
出
て
き
ま

す
。
自
信
を
持
ち
、
す
て
き
に
変
化

し
て
い
く
様
子
が
う
れ
し
い
で
す
。

Ｑ
今
後
の
予
定
は
？

　

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
楽
し
む
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
遊

ぶ
×
ト
キ
メ
ク　

恋
レ
ク
」
を
、
３

月
18
日
㈰
、
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー
（
姫
城
町
）
で
開
催
し
ま
す
。

遊
び
な
が
ら
気
の
合
う
人
を
見
つ
け

る
イ
ベ
ン
ト
な
の

で
、
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

恋レク

クロスナイト代表　　
徳重　健太郎さん

「
出
会
い
の
場
」を

つ
く
る
応
援
団
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私は、セミナーとレクリ
エーションを組み合わせた
イベントに参加しました。
セミナーでは、良い第一印

象の与え方などを学び、自分の服装や価
値観を見直すきっかけとなりました。グ
ループで協力して 1位を目指すレクリ
エーションでは、自然と会話も弾みまし
た。また、おいしいスイーツも食べるこ
とができ、楽しい時間を過ごせました。
これまで、「婚活＝お見合い」のよう
な敷居の高さを感じていましたが、まず
は「楽しむ」を目的
に気軽に参加してみ
ようと思いました。

私が参加したイベント
は、市内の観光地などをバ
スで巡る日帰りツアー。「初
参加」かつ「内気な性格」

なので、お見合い型イベントは緊張して
しまうと思い、ツアー型イベントを選び
ました。
バス移動では、隣席の女性と話す時間
が設けられていて、司会の積極的な声掛
けもあり、初対面でも会話が弾みました。
参加前に思っていた「積極的な人向けの
イベント」という先入観は、払拭されま
した。イベント後に、
気になる人の連絡先
の交換もでき、大変
満足しています。

♥参加したきっかけは？
　通っていたヨガ教室の福元先生が婚活支援員もしてい
て、それぞれに婚活イベントへ声を掛けてくれました。

♥参加したイベント内容は？
　コミュニケーション講座の後、食事をしながら歓談し
ました。告白タイムなどがなく、気軽に楽しめました。

♥結婚の決め手は？
　デートを重ねるうちに、趣味を楽しむところや考え方
が、互いに似ていると思いました。何より２人で一緒に
いて楽しいことが決め手です。

　NPO法人「田舎暮らしみやざき生活応援団」
のイベントで出会い、2月に結婚したカップルに
話を聞きました。

私たち

結婚しました！

　市内で開催された婚活イベントに参加した、婚活初心者の男女２人。
参加してみて、感じたことを聞きました。

START

GOAL!

山下　輝彦さん・文子さん（早水町）

「
婚
活
初
心
者
」＆

「
成
婚
カ
ッ
プ
ル
」
インタビュー

♥出会い応援団への感想
　福元先生やスタッフが、イベント後に誘うきっかけを
作ってくれたので感謝しています。

♥結婚を希望する人へ一言
　「婚活」と気を張らず、知り合いが広がるぐらいの軽い
気持ちで参加すると、すてきな出会いがあると思います。
ぜひ、参加してみてください。

　本市では、幸せな二人の結婚の門出に華を添える「ご当地婚姻
届」を制作しました。４月２日㈪から利用できます。二人のアル
バムの１ページに「都城市の婚姻届」を加えてみませんか。

トピック

20代女性 30代男性
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西
郷
隆
盛

  
直
筆
の
書
が

　
　 
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
！

　

1
月
12
日
、
柳
田
喜
美
子
さ
ん
（
東

町
）
か
ら
西
郷
隆
盛
直
筆
の
書
（
＝
南

州
書
）
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
書
は
、
柳
田
さ
ん
の
祖
父
山
内
哲て
っ

正し
ょ
う

が
、
西
南
戦
争
で
の
戦
功
に
よ
っ
て
西

郷
か
ら
直
接
譲
り
受
け
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
書
に
書
か
れ
て
い
る

内
容
や
そ
の
価
値
を
紹
介
し
ま
す
。　

◎
問
い
合
わ
せ　

　
　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

西
郷
の
書
と
山
内
哲
正
の
関
係

　

青
年
時
代
の
山
内
哲
正
（
１
８
５
６

～
１
９
４
５
、
現
在
の
蔵
原
町
出
身
）

は
、
西
郷
が
創
設
に
関
わ
っ
た
鹿
児
島

の
私
学
校
で
学
び
ま
し
た
。
明
治
10
年

（
１
８
７
７
）
に
起
こ
っ
た
西
南
戦
争

に
、
西
郷
軍
と
し
て
参
加
。
熊
本
県
宇

土
で
の
戦
功
を
賞
し
、
西
郷
自
ら
が
哲

正
に
こ
の
書
を
直
接
与
え
ま
し
た
。
そ

の
後
、
哲
正
が
宇
土
か
ら
都
城
へ
帰
還

し
、
都
城
に
こ
の
書
が
残
り
ま
し
た
。

　

明
治
17
年
（
１
８
８
４
）
に
蔵
馬
場

（
現
蔵
原
町
）
で
医
院
を
開
業
し
た
哲

正
は
、
都
城
町
会
議
員
や
北
諸
県
郡
会

議
員
、
都
城
北
諸
県
郡
医
師
会
理
事
な

ど
の
要
職
を
歴
任
。
地
域
行
政
と
医
業

の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
都

城
市
営
電
気
株
式
会
社
を
創
設
し
た
他
、

都
城
演
芸
や
都
城
魚
菜
市
場
の
経
営
発

展
に
寄
与
す
る
な
ど
、
都
城
の
産
業
振

興
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

書
の
歴
史
的
価
値

　

西
郷
が
、
大
久
保
利と
し

通み
ち

や
木
戸
孝た
か

允よ
し

と
共
に
、
明
治
維
新
に
最
も
貢
献
し
た

「
維
新
の
三
傑
」
で
あ
り
多
く
の
人
が

知
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
現
在
も

非
常
に
人
気
が
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

西
郷
が
残
し
た
と
さ
れ
る
作
品
は
偽
物

が
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
書
は

そ
の
中
で
、「
西
南
戦
争
時
に
哲
正
が

西
郷
か
ら
直
接
譲
り
受
け
た
」
と
い
う

由
来
が
明
確
で
、
筆
跡
も
間
違
い
な
い

こ
と
を
理
由
に
、
西
郷
南
州
顕
彰
館
か

ら
本
物
で
あ
る
と
の
鑑
定
を
受
け
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
西
郷
と
直
接
関
係
が
あ
っ
た

人
が
都
城
に
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も

の
で
も
あ
り
、
大
変
貴
重
な
史
料
で
す
。

西南戦争　都城隊士の墓（鹿児島市南洲神社）

山内　哲正
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【
本
文
】

【
読
み
】

数
年
の
征
戦
功
を
謀
ら
ず
、
自み
ず
か

ら

干か
ん

城じ
ょ
う

と
作な

り
て
膽た
ん

躬み

に
満み

つ
、更
に
憶お
も
う

微
行
・
花か

巷こ
う

の
夜
、
悠
然

一
睡
し
て
兇き
ょ
う

雄ゆ
う

を
壓あ
っ

せ
し
を　
　

南
洲

【
口
語
訳
】

　

八
幡
公
源
義
家
は
、
長
年
の
戦
争
に

自
分
の
手
柄
を
誇
る
こ
と
な
く
、
自
ら

朝
廷
の
盾
と
な
っ
て
、
敵
に
動
じ
ず
勇

敢
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
京
の
花
街
を
お
忍
び
で
楽

し
ん
だ
夜
に
、
同
行
し
た
安
部
貞
任
の

前
で
悠
然
と
一
眠
り
し
た
義
家
の
大
胆

さ
に
は
、
感
服
す
る
も
の
だ
。

今
後
の
展
示
な
ど

　

こ
の
貴
重
な
史
料
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

た
め
、
修
復
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、

「
明
治
維
新
１
５
０
年
」
に
当
た
る
平

成
30
年
度
に
展
示
公
開
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

南
洲
書
の
持
つ
歴
史
的
価
値
を
、
ぜ

ひ
、
堪
能
く
だ
さ
い
。

書
の
形
状
と
状
態

　

和
紙
に
書
か
れ
た
こ
の
書
は
、
掛
軸

に
な
っ
て
い
ま
す
。
書
が
書
か
れ
て
い

る
本
紙
の
寸
法
は
、
縦
１
２
８
㌢
、
横

58
㌢
で
、
掛
軸
全
体
で
は
、
長
さ
が

２
１
５
㌢
と
大
き
な
も
の
で
す
。

　

本
紙
自
体
は
大
変
良
好
な
状
態
で
す

が
、
１
４
０
年
も
の
長
い
年
月
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
掛
軸
部
分
に
破

損
な
ど
が
あ
る
た
め
、
修
復
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

書
の
内
容

　

こ
の
書
に
は
、
平
安
時
代
後
期
（
11

世
紀
半
ご
ろ
）
に
東
北
地
方
で
起
こ
っ

た
「
前ぜ
ん

九く

年ね
ん

の
役え
き

」
に
お
け
る
、
源
氏

の
八は
ち

幡ま
ん

太
郎
義よ
し

家い
え

（
源
義
家
）
の
取
っ

た
行
動
に
あ
や
か
っ
た
内
容
が
書
か

れ
、
後
に
「
八
幡
公
」
と
い
う
表
題
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
北
地
方
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ

た
安
部
氏
を
制
圧
す
る
た
め
、
朝
廷
は

源
頼よ
り

義よ
し

を
陸む
つ

奥の

守か
み

と
鎮ち
ん

守じ
ゅ

府ふ

将
軍
に
任

命
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。
頼
義
の
長
子

で
あ
る
義
家
は
、
そ
の
際
に
従
軍
し
て

い
ま
す
。
当
代
随
一
の
武
者
と
評
さ
れ

た
義
家
は
、
敵
で
あ
っ
た
安
部
貞さ

だ

任と
う

の

目
の
前
で
一
眠
り
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の

豪
胆
で
あ
っ
た
と
い
う
逸
話
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
逸
話
を
基
に
、
西
郷
は
「
天
下

第
一
の
武
者
」
義
家
の
勇
敢
さ
に
あ
や

か
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
書
を
西
南
戦

争
の
激
戦
の
最
中
に
し
た
た
め
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

数
年
征
戦
不
謀
功
自

作
干
城
膽
満
躬
更
憶

微
行
花
巷
夜
悠
然

一
睡
壓
兇
雄
　
　
南
洲

寄
贈
さ
れ
た
書
（
西
郷
隆
盛
が
号
し
た
「
南
州
」
が
最
後
に
記
さ
れ
る
）
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